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フ ィ ジカル ・ ビ ュー
註 ： 本 Lattice Diamond 日本語マニュ アルは、 日本語によ る理解のため一助と し て提供し ています。 作成にあたっては各 ト ピ ッ クについて可能な限 り 正確を期し てお 

第 20 章 　 フ ィ ジカル ・ ビ ュー （Physical View）

20.1 起動

　 フ ィ ジカル ・ ビ ューは EPIC のカ ッ ト ダウ ン版で、 ネ ッ ト リ ス ト の閲覧のみができ ます。 起動するには、

ツールバーのア イ コ ン を ク リ ッ クするか ( 図 20-1)、 ツール メ ニューから [Tools] → [Physical View] を選

択し ます。 PAR （配置配線） プロセスが終了し ていない場合は、 グレーア ウ ト し て起動でき ませんのでご留
意 く ださい。 起動後に変更された場合も、 グレー表示にな り ます。

図 20-1. フ ィ ジカル ・ ビ ューの起動

20.2 操作

20.2.1 ウ ィ ン ド ウの独立表示 （デタ ッチ）

　 操作 メ ニューをフ ィ ジカル ・ ビ ュー用にするために、 ウ ィ ン ド ウ を単独表示 （デタ ッチ） する こ と で的確 ・

迅速に行えます。 デタ ッチするためには、 起動後ビ ューの右上隅に表示される ア イ コ ン を ク リ ッ ク し ま

す ( 図 20-2)。 ウ ィ ン ド ウ を元に戻す （ア タ ッチ） には、 単独表示ウ ィ ン ド ウの右上隅にあ る ア イ コ ン を 
ク リ ッ ク し ます。

図 20-2. フ ィ ジカル ・ ビ ューのデタ ッ チ

20.2.2 表示の拡大／縮小

　 表示の拡大／縮小操作はア イ コ ンか メ ニューの選択、またはマウ スの ド ラ ッ グで行います。ア イ コ ンからは

メ ニューバーの下にあ る か 、または を ク リ ッ ク し ます。メ ニューバー操作では メ ニュー[View]

の ク リ ッ ク で表示されるプルダウ ンから、 Zoon In （拡大）、 Zoom Out （縮小） を選択し ます。 それぞれシ ョ ー  
ト カ ッ ト キーでも操作でき ます （Ctrl + Shift + ‘+’、 Ctrl + ‘-’）。
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り ますが、 必ずし も網羅的あ るいは最新でない可能性や、 オ リ ジナル英語版オン ラ イ ンヘルプや各種ド キ ュ メ ン ト と不一致があ る可能性があ り 得ます。 疑義が生じ
た場合は技術サポー ト 担当者にお問い合わせ頂 く か、 または最新の英語オ リ ジナル ・ ソース を参照する よ う にお願い致し ます。
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図 20-3. 表示の拡大／縮小 メ ニュー

　 [Zoom To] は、 コ ンポーネン ト や配線を選択し ている場合に、 それらが配置されている表域全体を表示す 
る メ ニ ューです。 何も選択されていない場合は、 グレーア ウ ト し て選択でき ません。 [Zoom Fit] は全体表示 
です。 マウ ス ド ラ ッ グで制御する場合は、 （意図する領域の左側の） ど こかを ク リ ッ ク し たま ま右側に ド ラ ッ
グする と拡大操作、 左側への ド ラ ッ グが縮小操作と な り ます。

20.2.3 リ ソース検索と ハイ ラ イ ト 表示

　 リ ソース検索には Find ウ ィ ン ド ウ を使用し ます。 メ ニューから [Edit] → [Find...] を選択し、 表示される
ウ ィ ン ド ウの 「Find Type」 で検索する リ ソースの種類を選択し ます ( 図 20-4)。 ” 適切な ” 「Find What」 を入   
力する と、 フ ィ ジカル ・ ビ ュー上で対応する リ ソースが赤 く ハイ ラ イ ト 表示されます。 この名称が適切でな
いか存在し ない と、Diamond GUI 下部の出力ウ ィ ン ド ウ（Output タブ）にその旨の メ ッ セージが出力されます。

図 20-4. リ ソース検索の操作手順

　 リ ソースの種類には以下のものがあ り ます。

表 20-1. リ ソースの種別

リ ソース種別名 説明

Component PLL、 EBR、 DSP、 PIO、 スラ イス、 など

Net 全ての信号 （Routed Nets or wire。 バスを除 く ）

Site PFU、 EBR、 PLL、 PAD、 DSP など

　 例えば ”Component” では基本的にイ ン ス タ ン ス名を入力し ますが、 ス ラ イ スについては ”SLICE_20” など、
ネ ッ ト リ ス ト 内の表記を使用し ない と有効にな り ません。

　 ”Site” を選択する場合は、 さ らに 「Site Type」 プルダウ ンでタ イプを選択し ます。 ”PFU” を選択し た場合 
は、 ス ラ イ スの Row/Column 番号付与のルールから例えば ”R7C15A” などの入力が有効ですが、 未使用のス
ラ イ ス も ヒ ッ ト し ます。
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　 なお、 ”Find” ウ ィ ン ド ウが表示されている状態では、 拡大 / 縮小表示を含めてその他一切の操作ができ ま
せんので、 ご留意 く ださい。

20.2.4 リ ソース表示制御

　 フ ィ ジカル ・ ビ ューにおける リ ソースの表示制御は メ ニューから [View] → [Show Layers] と選択し ます ( 
図 20-5)。

図 20-5. Layer ウ ィ ン ド ウ ・ メ ニュー

　 選択されている リ ソースのみが表示されますが、切 り 替え る こ と ができ る リ ソースの主な ものを表 20-2 に 
リ ス ト し ます （一部省略）。

表 20-2. Layers ウ ィ ン ド ウで表示制御でき る リ ソース （抜粋）

リ ソース名 説 　 明 デフ ォル ト

Local Wires 短い配線リ ソース （+/-2 スラ イス以内） 非表示

Long Wires 長い配線リ ソース （+/-6 スラ イス以内） 非表示

Switchboxs 縦横配線のオン ・ オフ を設定するスイ ッ チボ ッ ク ス 非表示

Switches スイ ッ チ用のコ ン タ ク ト ポイ ン ト 非表示

Sites デバイスに用意されているスラ イスなど全リ ソースを白枠表示 表示

Components 使用されている リ ソースを青色で表示 表示

Routes ネ ッ ト リ ス ト 内の信号 （使用されている配線） を水色表示 表示

Text 使用されている リ ソース名を階層表記 表示

Region リージ ョ ン指定 （該当時） 表示

Group グループ指定 （該当時） 表示

Prohibit Prohibit 指定されている リ ソース 表示

20.2.5 リ ソースのコ ンフ ィ グレーシ ョ ン確認

　 リ ソースがどのよ う に設定されているかの確認は、対象の リ ソース をダブルク リ ッ クする こ と で行います。
コ ンフ ィ グレーシ ョ ンを表示する ウ ィ ン ド ウが立ち上が り ます ( 図 20-6)。表示画面はデバイ スや選択し た リ 
ソースによ って異な り ますが、 基本的には以下のルールで表示されます。

• 動作オプシ ョ ンを示すチェ ッ ク ボ ッ ク スは、 選択された設定を水色表示

• 使用されている配線を水色線で表示
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図 20-6. ス ラ イ スのコ ンフ ィ グレーシ ョ ン表示例

--- *** ---
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